


















1914 年からは第 9代校長に赴任した。2 度目の校
















部で 7 通残っている。すなわち、1914 ～ 1915 年
度 1 通、1915 ～ 1916 年度 2 通、1916 ～ 1917 年
度 2 通、1917 ～ 1918 年度 1 通、1918 ～ 1919 年
度 1 通である。1915 ～ 1916 年度と 1916 ～ 1917
年度の報告に関しては 2通残っている。その理由
ははっきりしないが、恐らく学内の理事会に提出
Annual Report of Hokuriku Jo Gakko written by Ida R. Luther, 
the 9th president of the school （1）1914‐1916





本稿は、1914 年から 1920 年の間に北陸女学校の第 9代校長を務めたアイダ・R・ルーサーによる年
次報告書の翻訳である。ルーサーは在任中に毎年 1通ないし 2通の年次報告書をまとめ、理事会及び
海外伝道局宛に送付していた。これは、大正初期の北陸女学校の様子を知る貴重な史料である。今回












































































卒業式は 3 月 26 日に行われ、11 人の女生徒が
巣立っていきました。このうち 10 人は正規の学
業課程出身者で 1名は音楽科出身者でした。卒業



































































































































年 39 名、第二学年 19 名、第三学年 24 名、第四






















































































R.E. スピア博士（Dr. R. E. Speer）をお招きする
ことになっていました。
9 月から 10 月上旬にかけて、記念式のための
リハーサルや準備で、授業外の活動も賑やかな様
子でした。
















































































3 月 25 日には、政府に認可されて以来最高の
15 人を卒業させました。このうち 6 人は日本語
の成績が優秀で、6 人は英語免状を受け取りまし





















































































































































































冬学期は 3 月 25 日に開催される卒業式の準備
をしました。この日、15 名の少女が卒業しまし




































































4 1915 年 9 月に落成した作法室の庭のことで、日本式
小庭園。『北陸学院百年史』によれば、「これは御大典
を記念して職員生徒一同が醵金し、造営したもので、
その費用は 32 円であった」（189 頁）
